
（
資

料
○

）

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
（

一
部

改
正

案
新

旧
表

）

新
（

案
）

旧

児
発

第
３

４
４

号
児

発
第

３
４

４
号

平
成

１
０

年
４

月
２

２
日

平
成

１
０

年
４

月
２

２
日

【
一

部
改

正
】

平
成

１
６

年
４

月
２

８
日

雇
児

発
第

0
4
2
8
0
0
4
号

【
一

部
改

正
】

平
成

１
６

年
４

月
２

８
日

雇
児

発
第

0
4
2
8
0
0
4
号

【
一

部
改

正
】

平
成

１
８

年
４

月
３

日
雇

児
発

第
0
4
0
3
0
1
2
号

【
一

部
改

正
】

平
成

１
８

年
４

月
３

日
雇

児
発

第
0
4
0
3
0
1
2
号

【
一

部
改

正
】

平
成

○
○

年
○

月
○

日
雇

児
発

第
○

○
号

都
道

府
県

知
事

都
道

府
県

知
事

各
殿

各
殿

指
定

都
市

市
長

指
定

都
市

市
長

厚
生

省
児

童
家

庭
局

長
厚

生
省

児
童

家
庭

局
長

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業
の

実
施

に
つ

い
て

義
務

教
育

終
了

後
、

児
童

養
護

施
設

等
を

退
所

し
、

就
職

す
る

児
童

等
の

社
会

的
自

立
を

促
義

務
教

育
終

了
後

、
児

童
養

護
施

設
等

を
退

所
し

、
就

職
す

る
児

童
等

の
社

会
的

自
立

を
促

進
す

る
事

業
と

し
て

、
昭

和
６

３
年

５
月

２
０

日
付

本
職

通
知

「
自

立
相

談
援

助
事

業
の

実
施

進
す

る
事

業
と

し
て

、
昭

和
６

３
年

５
月

２
０

日
付

本
職

通
知

「
自

立
相

談
援

助
事

業
の

実
施

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
「

自
立

相
談

援
助

事
業

」
が

実
施

さ
れ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
今

に
つ

い
て

」
に

基
づ

き
「

自
立

相
談

援
助

事
業

」
が

実
施

さ
れ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
今

般
、

施
設

退
所

後
の

児
童

等
に

対
す

る
支

援
の

強
化

の
た

め
、

児
童

福
祉

法
（

昭
和

２
２

年
法

般
、

施
設

退
所

後
の

児
童

等
に

対
す

る
支

援
の

強
化

の
た

め
、

児
童

福
祉

法
（

昭
和

２
２

年
法

律
第

１
６

４
号

。
）

の
改

正
に

よ
り

、
同

事
業

を
「

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

」
と

し
児

童
居

律
第

１
６

４
号

。
）

の
改

正
に

よ
り

、
同

事
業

を
「

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

」
と

し
児

童
居

宅
生

活
援

助
事

業
の

一
類

型
と

し
て

法
定

化
す

る
と

と
も

に
、

「
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業
実

宅
生

活
援

助
事

業
の

一
類

型
と

し
て

法
定

化
す

る
と

と
も

に
、

「
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業
実

施
要

綱
」

を
別

紙
の

通
り

定
め

、
平

成
１

０
年

４
月

１
日

よ
り

適
用

す
る

こ
と

と
し

た
の

で
、

施
要

綱
」

を
別

紙
の

通
り

定
め

、
平

成
１

０
年

４
月

１
日

よ
り

適
用

す
る

こ
と

と
し

た
の

で
、

そ
の

適
正

か
つ

円
滑

な
実

施
を

図
ら

れ
た

く
通

知
す

る
。

そ
の

適
正

か
つ

円
滑

な
実

施
を

図
ら

れ
た

く
通

知
す

る
。

な
お

、
本

通
知

の
施

行
に

伴
い

、
昭

和
６

３
年

５
月

２
０

日
付

本
職

通
知

「
自

立
相

談
援

助
な

お
、

本
通

知
の

施
行

に
伴

い
、

昭
和

６
３

年
５

月
２

０
日

付
本

職
通

知
「

自
立

相
談

援
助

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
」

は
廃

止
す

る
。

事
業

の
実

施
に

つ
い

て
」

は
廃

止
す

る
。

（資料１３）
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新
旧

（
別

紙
）

（
別

紙
）

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

実
施

要
綱

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

実
施

要
綱

第
１

目
的

第
１

目
的

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

は
、

児
童

の
自

立
支

援
を

図
る

観
点

か
ら

、
義

務
教

育
終

了
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業
は

、
児

童
の

自
立

支
援

を
図

る
観

点
か

ら
、

義
務

教
育

終
了

後
、

児
童

養
護

施
設

、
児

童
自

立
支

援
施

設
等

を
退

所
し

、
就

職
す

る
児

童
等

に
対

し
、

後
、

児
童

養
護

施
設

、
児

童
自

立
支

援
施

設
等

を
退

所
し

、
就

職
す

る
児

童
等

に
対

し
、

こ
れ

ら
の

者
が

共
同

生
活

を
営

む
べ

き
住

居
（

以
下

「
自

立
援

助
ホ

ー
ム

」
と

い
う

。
）

こ
れ

ら
の

者
が

共
同

生
活

を
営

む
べ

き
住

居
（

以
下

「
自

立
援

助
ホ

ー
ム

」
と

い
う

。
）

に
お

い
て

、
相

談
そ

の
他

の
日

常
生

活
上

の
援

助
及

び
生

活
指

導
並

び
に

就
業

の
支

援
に

お
い

て
、

相
談

そ
の

他
の

日
常

生
活

上
の

援
助

及
び

生
活

指
導

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
（

以
下

「
援

助
の

実
施

」
と

い
う

。
）

を
行

い
、

あ
わ

せ
て

援
助

の
実

施
を

解
除

さ
れ

た
社

会
的

自
立

の
促

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
者

へ
の

相
談

そ
の

他
の

援
助

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
社

会
的

自
立

の
促

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

第
２

実
施

主
体

等
第

２
実

施
主

体
等

（
削

除
）

（
１

）
自

立
援

助
ホ

ー
ム

へ
の

援
助

措
置

の
実

施
主

体
は

、
都

道
府

県
（

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

を
含

む
。

以
下

同
じ

。
）

と
す

る
。

設
置

及
び

運
営

の
主

体
は

、
地

方
公

共
団

体
及

び
社

会
福

祉
法

人
、

民
法

（
明

治
２

９
（

２
）

自
立

援
助

ホ
ー

ム
の

運
営

主
体

は
、

地
方

公
共

団
体

及
び

社
会

福
祉

法
人

、
民

法
年

法
律

第
８

９
号

）
第

３
４

条
の

規
定

に
よ

り
設

立
さ

れ
た

法
人

等
で

あ
っ

て
都

道
府

県
（

明
治

２
９

年
法

律
第

８
９

号
）

第
３

４
条

の
規

定
に

よ
り

設
立

さ
れ

た
法

人
等

で
あ

知
事

（
指

定
都

市
に

あ
っ

て
は

、
市

長
と

し
、

児
童

相
談

所
設

置
市

に
あ

っ
て

は
、

児
童

っ
て

都
道

府
県

知
事

（
指

定
都

市
に

あ
っ

て
は

、
市

長
と

し
、

児
童

相
談

所
設

置
市

に
相

談
所

設
置

市
の

市
長

と
す

る
。

以
下

同
じ

。
）

が
適

当
と

認
め

た
者

と
す

る
。

あ
っ

て
は

、
児

童
相

談
所

設
置

市
の

市
長

と
す

る
。

以
下

同
じ

。
）

が
適

当
と

認
め

た
者

と
す

る
。

第
３

対
象

児
童

第
３

対
象

児
童

こ
の

事
業

の
対

象
児

童
は

、
義

務
教

育
を

終
了

し
た

２
０

歳
未

満
の

児
童

等
（

以
下

こ
の

事
業

の
対

象
児

童
は

、
義

務
教

育
を

終
了

し
た

１
８

歳
未

満
の

児
童

（
法

第
３

１
「

児
童

」
と

い
う

。
）

で
あ

っ
て

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
と

し
て

、
条

第
４

項
に

規
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

２
０

歳
未

満
の

者
。

）
で

あ
っ

て
、

次
の

各
都

道
府

県
に

よ
り

児
童

福
祉

法
（

以
下

「
法

」
と

い
う

。
）

第
３

３
条

の
６

第
１

項
の

規
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

も
の

と
し

て
法

第
２

７
条

第
７

項
の

規
定

に
基

づ
き

措
置

さ
定

に
基

づ
き

援
助

の
実

施
が

必
要

と
さ

れ
た

も
の

と
す

る
。

れ
た

も
の

と
す

る
。

①
小

規
模

住
居

型
児

童
養

育
事

業
を

行
う

者
若

し
く

は
里

親
に

委
託

す
る

措
置

又
は

児
①

里
親

に
委

託
す

る
措

置
又

は
児

童
養

護
施

設
、

情
緒

障
害

児
短

期
治

療
施

設
若

し
く

は
童

養
護

施
設

、
情

緒
障

害
児

短
期

治
療

施
設

若
し

く
は

児
童

自
立

支
援

施
設

に
入

所
さ

児
童

自
立

支
援

施
設

に
入

所
さ

せ
る

措
置

を
解

除
さ

れ
た

も
の

せ
る

措
置

を
解

除
さ

れ
た

も
の

②
前

号
に

規
定

す
る

児
童

以
外

の
児

童
で

あ
っ

て
、

都
道

府
県

知
事

が
当

該
児

童
の

自
②

前
号

に
規

定
す

る
児

童
以

外
の

児
童

で
あ

っ
て

、
都

道
府

県
知

事
が

当
該

児
童

の
自

立
立

の
た

め
に

援
助

及
び

生
活

指
導

等
が

必
要

と
認

め
た

も
の

の
た

め
に

援
助

及
び

生
活

指
導

が
必

要
と

認
め

た
も

の

第
４

対
象

人
員

第
４

対
象

人
員

自
立

援
助

ホ
ー

ム
の

入
居

定
員

は
、

５
人

か
ら

２
０

人
と

す
る

。
こ

の
事

業
の

対
象

人
員

は
、

お
お

む
ね

５
名

か
ら

2
0
名

と
す

る
。

第
５

自
立

援
助

ホ
ー

ム
の

設
備

等
第

５
自

立
援

助
ホ

ー
ム

の
設

備
等

（
１

）
（

略
）

（
１

）
日

常
生

活
を

支
障

な
く

送
る

た
め

に
必

要
な

設
備

を
有

し
、

職
員

が
入

居
児

童
に

対
し

て
適

切
な

援
助

及
び

生
活

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
形

態
で

あ
る

こ
と

。
（

２
）

個
々

の
入

居
児

童
の

居
室

の
床

面
積

は
、

一
人

当
た

り
３

.
３

㎡
以

上
と

す
る

こ
と

。
（

２
）

個
々

の
入

居
者

の
居

室
の

床
面

積
は

、
一

人
当

た
り

３
.
３

㎡
以

上
と

す
る

こ
と

。
な

な
お

、
一

居
室

当
た

り
お

お
む

ね
２

人
ま

で
と

す
る

こ
と

。
ま

た
、

男
子

と
女

子
は

別
お

、
一

居
室

当
た

り
お

お
む

ね
２

人
ま

で
と

す
る

こ
と

。
室

と
す

る
こ

と
。

（
３

）
居

間
、

食
堂

等
入

居
児

童
が

相
互

交
流

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
所

を
有

し
て

い
る

こ
（

３
）

居
間

、
食

堂
等

入
居

者
が

相
互

交
流

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
所

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
と

。
（

４
）

（
略

）
（

４
）

保
健

衛
生

及
び

安
全

に
つ

い
て

配
慮

さ
れ

た
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
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第
６

事
業

内
容

第
６

事
業

内
容

こ
の

事
業

は
、

児
童

が
自

立
し

た
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
当

該
児

童
の

身
こ

の
事

業
は

、
児

童
が

自
立

し
た

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

当
該

児
童

の
身

体
及

び
精

神
の

状
況

並
び

に
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
に

応
じ

て
適

切
な

援
助

及
び

生
活

体
及

び
精

神
の

状
況

並
び

に
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
に

応
じ

て
適

切
な

援
助

及
び

生
活

指
導

等
を

行
う

も
の

で
あ

り
、

そ
の

内
容

は
次

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。

指
導

を
行

う
も

の
で

あ
り

、
そ

の
内

容
は

次
に

掲
げ

る
も

の
と

す
る

。
①

就
労

へ
の

取
り

組
み

姿
勢

及
び

職
場

の
対

人
関

係
に

つ
い

て
の

援
助

・
指

導
①

就
労

へ
の

取
り

組
み

姿
勢

及
び

職
場

の
対

人
関

係
に

つ
い

て
の

援
助

・
指

導
②

対
人

関
係

、
健

康
管

理
、

金
銭

管
理

、
余

暇
活

用
、

食
事

等
日

常
生

活
に

関
す

る
こ

②
健

康
管

理
、

金
銭

の
管

理
、

余
暇

の
活

用
、

食
事

等
日

常
生

活
に

つ
い

て
の

援
助

・
指

と
そ

の
他

自
立

し
た

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
営

む
た

め
に

必
要

な
相

談
・

援
助

・
導

指
導

③
職

場
を

開
拓

す
る

と
と

も
に

、
安

定
し

た
職

業
に

就
か

せ
る

た
め

の
援

助
・

指
導

及
③

職
場

を
開

拓
す

る
と

と
も

に
、

安
定

し
た

職
業

に
就

か
せ

る
た

め
の

援
助

・
指

導
び

就
労

先
と

の
調

整
④

児
童

の
家

庭
の

状
況

に
応

じ
た

家
庭

環
境

の
調

整
④

児
童

の
家

庭
の

状
況

に
応

じ
た

家
庭

環
境

の
調

整
⑤

児
童

相
談

所
及

び
必

要
に

応
じ

て
市

町
村

、
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
、

警
察

、
児

⑤
児

童
相

談
所

及
び

必
要

に
応

じ
て

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

、
児

童
委

員
、

公
共

職
業

童
委

員
、

公
共

職
業

安
定

所
等

関
係

機
関

と
の

連
携

安
定

所
等

関
係

機
関

と
の

連
携

⑥
自

立
援

助
ホ

ー
ム

を
退

所
し

た
者

に
対

す
る

生
活

相
談

な
ど

⑥
自

立
援

助
ホ

ー
ム

を
退

所
し

た
者

に
対

す
る

生
活

相
談

な
ど

⑦
（

削
除

）
⑦

就
労

先
、

警
察

等
関

係
機

関
と

の
調

整
な

ど
対

外
関

係
調

整
が

必
要

な
児

童
に

対
す

る
援

助
及

び
生

活
指

導

第
７

職
員

第
７

職
員

（
１

）
自

立
援

助
ホ

ー
ム

ご
と

に
、

指
導

員
（

主
と

し
て

児
童

自
立

生
活

援
助

に
携

わ
る

者
）

及
び

管
理

者
を

置
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
管

理
者

は
指

導
員

が
兼

ね
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

２
）

指
導

員
は

次
の

と
お

り
配

置
す

る
こ

と
と

す
る

。
①

入
居

児
童

の
数

が
６

人
以

下
の

場
合

は
指

導
員

を
３

人
以

上
配

置
す

る
。

た
だ

し
、

指
導

員
を

２
人

以
上

配
置

し
て

い
る

場
合

に
は

残
り

を
補

助
員

（
指

導
員

を
補

助
す

る
者

）
を

も
っ

て
代

え
る

こ
と

が
で

き
る

②
入

居
児

童
の

数
が

７
人

以
上

の
場

合
は

指
導

員
を

４
人

以
上

配
置

す
る

こ
と

と
し

、
以

降
入

居
児

童
の

数
が

７
人

か
ら

３
人

増
え

る
毎

に
指

導
員

を
１

人
加

え
て

得
た

人
数

以
上

と
す

る
。

た
だ

し
、

下
記

の
指

導
員

数
か

ら
１

を
減

じ
た

数
以

上
指

導
員

が
配

置
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
残

り
の

員
数

を
補

助
員

を
も

っ
て

代
え

る
こ

と
が

で
き

る

【
指

導
員

の
配

置
（

単
位

：
人

）
】

入
居

児
童

数
６

ま
で

７
～

９
1
0
～

1
2

1
3
～

1
5

1
6
～

1
8

1
9
以

上

３
以

上
４

以
上

５
以

上
６

以
上

７
以

上
８

以
上

指
導

員
数

（
補

助
員

を
含

む
）

２
以

上
３

以
上

４
以

上
５

以
上

６
以

上
７

以
上

必
置

指
導

員
数

（
３

）
指

導
員

は
、

児
童

の
自

立
支

援
に

熱
意

を
有

し
、

次
の

①
か

ら
④

ま
で

の
い

ず
れ

か
援

助
及

び
生

活
指

導
を

行
う

者
は

、
児

童
の

自
立

支
援

に
熱

意
を

有
し

、
次

の
各

号
の

及
び

⑤
に

該
当

す
る

者
を

も
っ

て
充

て
る

も
の

と
す

る
。

補
助

員
は

⑤
に

該
当

す
る

者
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
を

も
っ

て
充

て
る

も
の

と
す

る
。

と
す

る
。

①
児

童
福

祉
施

設
最

低
基

準
（

昭
和

２
３

年
厚

生
省

令
第

６
３

号
）

第
４

３
条

に
定

め
①

児
童

福
祉

施
設

最
低

基
準

（
昭

和
２

３
年

厚
生

省
令

第
６

３
号

）
第

４
３

条
に

定
め

る
る

児
童

指
導

員
の

資
格

を
有

す
る

者
児

童
指

導
員

の
資

格
を

有
す

る
者

②
法

第
１

８
条

の
４

に
定

め
る

保
育

士
②

児
童

福
祉

法
（

昭
和

２
２

年
法

律
第

１
６

４
号

）
第

１
８

条
の

４
に

定
め

る
保

育
士

③
児

童
福

祉
事

業
及

び
社

会
福

祉
事

業
に

２
年

以
上

従
事

し
た

者
③

児
童

福
祉

事
業

及
び

社
会

福
祉

事
業

に
２

年
以

上
従

事
し

た
者

④
①

～
③

に
準

ず
る

者
と

し
て

、
都

道
府

県
知

事
が

適
当

と
認

め
た

者
⑤

法
第

３
４

条
の

１
５

第
１

項
各

号
の

規
定

に
該

当
し

な
い

者

-186-



第
８

申
込

み
、

入
居

及
び

退
居

時
の

取
扱

等
第

８
入

居
及

び
退

居
時

の
報

告
等

（
１

）
都

道
府

県
は

、
そ

の
区

域
内

に
お

け
る

児
童

の
自

立
を

図
る

た
め

必
要

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
、

児
童

か
ら

援
助

の
実

施
に

つ
い

て
申

込
み

が
あ

っ
た

と
き

は
、

援
助

及
び

生
活

指
導

等
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

２
）

援
助

の
実

施
を

希
望

す
る

児
童

は
、

申
込

書
を

都
道

府
県

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場

合
、

児
童

自
立

生
活

援
助

事
業

者
（

以
下

「
事

業
者

」
と

い
う

。
）

は
入

居
を

希
望

す
る

児
童

か
ら

の
依

頼
を

受
け

て
、

こ
の

児
童

に
代

わ
っ

て
都

道
府

県
に

申
込

書
の

提
出

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
３

）
都

道
府

県
は

、
（

１
）

に
よ

り
援

助
の

実
施

を
行

う
時

、
変

更
又

は
解

除
す

る
時

（
１

）
実

施
主

体
は

、
法

第
２

７
条

第
７

項
の

規
定

に
基

づ
く

措
置

あ
る

い
は

法
第

３
１

条
は

、
事

業
者

の
意

見
を

聞
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第

４
項

の
規

定
に

基
づ

き
援

助
を

継
続

す
る

措
置

を
採

る
時

、
措

置
の

変
更

又
は

解
除

を
行

う
時

は
、

自
立

援
助

ホ
ー

ム
の

運
営

主
体

の
長

の
意

見
を

聞
く

こ
と

。
（

削
除

）
（

２
）

自
立

援
助

ホ
ー

ム
の

運
営

主
体

は
、

こ
の

事
業

に
よ

る
援

助
及

び
生

活
指

導
を

要
す

る
と

認
め

る
児

童
を

発
見

し
た

場
合

は
、

こ
れ

を
実

施
主

体
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（
４

）
特

別
な

事
情

に
よ

り
事

業
者

の
所

在
す

る
都

道
府

県
以

外
の

都
道

府
県

が
、

援
助

の
実

施
を

行
う

時
あ

る
い

は
変

更
又

は
解

除
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

時
は

、
事

業
者

の
所

在
す

る
都

道
府

県
に

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

（
５

）
都

道
府

県
は

、
市

町
村

等
か

ら
援

助
の

実
施

が
適

当
で

あ
る

と
認

め
る

児
童

に
つ

い
て

報
告

を
受

け
た

場
合

は
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
児

童
に

対
し

申
込

み
を

勧
奨

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
６

）
都

道
府

県
は

、
児

童
福

祉
法

施
行

規
則

第
３

６
条

の
２

５
第

１
項

に
基

づ
き

、
そ

の
区

域
内

に
お

け
る

事
業

者
の

名
称

、
場

所
、

入
居

に
関

す
る

こ
と

等
に

つ
い

て
、

当
該

情
報

を
自

由
に

利
用

で
き

る
よ

う
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

や
児

童
相

談
所

や
施

設
に

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
等

に
よ

り
情

報
提

供
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

７
）

都
道

府
県

は
、

法
第

５
６

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
入

居
児

童
本

人
か

ら
、

そ
の

負
担

能
力

に
応

じ
て

、
本

事
業

の
実

施
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
徴

収
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
８

）
事

業
者

は
、

入
居

児
童

が
死

亡
し

た
と

き
、

援
助

の
実

施
を

変
更

又
は

解
除

す
る

必
（

３
）

自
立

援
助

ホ
ー

ム
の

運
営

主
体

は
、

入
所

児
童

が
死

亡
し

た
と

き
、

あ
る

い
は

法
第

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

は
、

こ
れ

を
都

道
府

県
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

２
７

条
第

７
項

に
基

づ
く

措
置

を
継

続
、

変
更

ま
た

は
解

除
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

は
、

こ
れ

を
実

施
主

体
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

（
４

）
運

営
主

体
の

所
在

す
る

都
道

府
県

以
外

の
都

道
府

県
が

、
法

第
２

７
条

第
７

項
の

規
定

に
基

づ
く

措
置

を
行

う
時

あ
る

い
は

そ
の

措
置

を
継

続
、

変
更

又
は

解
除

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
時

は
、

運
営

主
体

の
所

在
す

る
都

道
府

県
に

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

第
９

実
施

に
当

た
っ

て
の

事
業

者
の

留
意

事
項

第
９

実
施

に
当

た
っ

て
の

留
意

事
項

事
業

者
は

、
運

営
方

針
、

職
員

の
職

務
内

容
、

児
童

へ
の

援
助

内
容

、
金

銭
管

理
の

方
法

、
入

居
児

童
の

権
利

擁
護

に
関

す
る

事
項

等
、

児
童

福
祉

法
施

行
規

則
第

３
３

条
の

２
０

に
規

定
す

る
運

営
規

程
を

定
め

る
と

と
も

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
に

留
意

し
適

切
に

事
業

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

１
）

児
童

の
内

面
の

悩
み

や
生

育
環

境
、

現
在

の
状

況
に

対
す

る
深

い
理

解
に

基
づ

き
、

（
１

）
事

業
の

運
営

に
あ

た
っ

て
は

、
児

童
の

内
面

の
悩

み
や

生
育

環
境

、
現

在
の

状
況

に
児

童
と

の
信

頼
関

係
の

上
に

立
っ

て
援

助
及

び
生

活
指

導
等

を
行

う
こ

と
。

対
す

る
深

い
理

解
に

基
づ

き
、

児
童

と
の

信
頼

関
係

の
上

に
立

っ
て

援
助

及
び

生
活

指
導

を
行

う
こ

と
。

（
２

）
児

童
相

談
所

、
福

祉
事

務
所

、
児

童
福

祉
施

設
、

児
童

委
員

、
児

童
の

雇
用

先
事

業
（

２
）

事
業

の
運

営
に

当
た

っ
て

は
、

児
童

相
談

所
、

福
祉

事
務

所
、

児
童

福
祉

施
設

、
児

所
、

公
共

職
業

安
定

所
、

学
校

及
び

児
童

の
家

庭
等

と
密

接
に

連
携

を
と

り
、

児
童

に
童

委
員

、
入

所
児

童
の

雇
用

先
事

業
所

、
公

共
職

業
安

定
所

、
学

校
及

び
入

所
児

童
の

対
す

る
援

助
及

び
生

活
指

導
等

が
円

滑
か

つ
効

果
的

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

努
め

る
こ

家
庭

等
と

密
接

に
連

携
を

と
り

、
入

所
児

童
に

対
す

る
援

助
及

び
生

活
指

導
が

円
滑

か
と

。
つ

効
果

的
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
３

）
援

助
及

び
生

活
指

導
等

を
行

う
に

当
た

っ
て

は
、

児
童

及
び

保
護

者
の

意
向

を
把

握
（

３
）

援
助

及
び

生
活

指
導

を
行

う
に

当
た

っ
て

は
、

児
童

及
び

保
護

者
の

意
向

を
把

握
し

し
懇

切
を

旨
と

す
る

と
と

も
に

、
秘

密
保

持
に

つ
い

て
十

分
留

意
す

る
こ

と
。

懇
切

を
旨

と
す

る
と

と
も

に
、

秘
密

保
持

に
つ

い
て

十
分

留
意

す
る

こ
と

。
（

削
除

→
一

部
を

第
1
0
（

３
）

へ
）

（
４

）
入

居
者

負
担

金
を

徴
収

し
た

場
合

は
、

そ
れ

を
適

正
に

処
理

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
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に
関

連
す

る
諸

帳
簿

を
整

備
す

る
こ

と
。

ま
た

、
事

業
運

営
に

係
る

会
計

に
関

す
る

諸
帳

簿
を

整
備

す
る

こ
と

。
（

４
）

（
略

）
（

５
）

特
に

、
虐

待
な

ど
を

受
け

た
経

験
か

ら
人

間
関

係
が

う
ま

く
築

け
な

い
な

ど
に

よ
り

自
立

に
向

け
た

指
導

が
必

要
な

児
童

に
対

し
、

就
労

先
の

開
拓

や
住

居
の

確
保

、
警

察
等

関
係

機
関

と
の

調
整

、
退

所
者

の
ト

ラ
ブ

ル
相

談
な

ど
に

対
応

し
て

い
る

場
合

に
は

一
層

の
体

制
整

備
を

図
る

こ
と

。
（

５
）

事
業

者
は

、
児

童
の

権
利

擁
護

及
び

虐
待

の
防

止
を

図
る

た
め

、
次

に
掲

げ
る

措
置

を
講

じ
る

こ
と

。
①

職
員

に
対

し
、

入
居

児
童

に
虐

待
等

を
行

っ
て

は
な

ら
な

い
旨

、
徹

底
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

②
責

任
者

を
設

置
す

る
等

必
要

な
体

制
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

職
員

に
対

し
研

修
を

実
施

す
る

等
の

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
③

援
助

に
関

す
る

児
童

等
か

ら
の

苦
情

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

す
る

た
め

に
、

苦
情

を
受

け
付

け
る

た
め

の
窓

口
を

設
置

す
る

等
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

④
苦

情
の

公
正

な
解

決
を

図
る

た
め

に
、

苦
情

の
解

決
に

当
た

っ
て

は
、

そ
の

職
員

以
外

の
者

を
関

与
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
⑤

自
ら

そ
の

提
供

す
る

援
助

の
質

の
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
定

期
的

に
外

部
の

者
に

よ
る

評
価

を
受

け
て

、
そ

れ
ら

の
結

果
を

公
表

し
、

常
に

そ
の

改
善

を
図

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
（

６
）

都
道

府
県

か
ら

の
求

め
に

応
じ

、
入

居
児

童
の

状
況

等
に

つ
い

て
、

定
期

的
（

６
ヶ

月
に

１
回

以
上

）
に

調
査

を
受

け
る

こ
と

。
（

７
）

入
居

児
童

の
金

銭
管

理
を

行
う

場
合

に
は

、
あ

ら
か

じ
め

、
運

営
規

程
に

金
銭

管
理

の
方

法
等

を
定

め
る

と
と

も
に

入
居

児
童

に
説

明
し

、
同

意
を

得
る

こ
と

。
ま

た
、

金
銭

管
理

の
記

録
を

月
に

１
回

以
上

入
居

児
童

に
知

ら
せ

る
こ

と
。

（
８

）
そ

の
他

、
児

童
福

祉
法

施
行

規
則

の
規

定
を

遵
守

し
、

児
童

が
自

立
し

た
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
適

切
な

援
助

及
び

生
活

指
導

等
を

行
う

こ
と

。

第
1
0

入
居

児
童

の
費

用
負

担
及

び
適

切
な

経
理

処
理

第
1
0

入
居

児
童

の
費

用
負

担
（

１
）

事
業

者
は

、
援

助
の

実
施

に
要

す
る

費
用

の
う

ち
、

食
事

の
提

供
及

び
居

住
に

要
す

入
居

児
童

本
人

に
帰

属
す

る
家

賃
、

飲
食

物
費

、
光

熱
水

費
及

び
そ

の
他

共
通

経
費

に
る

費
用

そ
の

他
の

日
常

生
活

で
通

常
必

要
に

な
る

も
の

で
入

居
児

童
に

負
担

さ
せ

る
こ

つ
い

て
は

、
入

居
児

童
に

負
担

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
と

が
適

当
と

認
め

ら
れ

る
費

用
に

つ
い

て
は

、
入

居
児

童
に

負
担

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
（

２
）

入
居

児
童

に
負

担
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

額
は

、
運

営
規

程
に

定
め

た
額

以
下

と
し

、
あ

ら
か

じ
め

入
居

児
童

に
知

ら
せ

、
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
当

該
額

は
、

入
居

児
童

の
経

済
状

況
等

に
十

分
配

慮
し

た
額

と
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

３
）

入
居

児
童

に
費

用
を

負
担

さ
せ

た
場

合
は

、
適

正
に

処
理

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
に

関
連

す
る

諸
帳

簿
を

整
備

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

第
1
1

経
費

第
1
1

経
費

本
事

業
の

運
営

に
関

す
る

経
費

は
、

「
児

童
福

祉
法

に
よ

る
児

童
入

所
施

設
措

置
費

等
（

１
）

国
は

、
予

算
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

都
道

府
県

が
第

６
の

①
か

ら
⑥

に
掲

げ
る

事
業

国
庫

負
担

金
に

つ
い

て
」

（
平

成
1
1
年

4
月

3
0
日

厚
生

省
発

児
第

８
６

号
厚

生
事

務
次

官
通

の
た

め
に

支
出

し
た

費
用

に
つ

い
て

、
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

補
助

す
る

も
の

と
知

）
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

す
る

。
（

２
）

国
は

、
予

算
の

範
囲

内
に

お
い

て
、

都
道

府
県

が
、

第
６

の
⑦

に
掲

げ
る

事
業

の
た

め
に

支
出

し
た

費
用

に
つ

い
て

、
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

補
助

す
る

も
の

と
す

る
。

第
1
2

経
過

措
置

平
成

２
１

年
４

月
１

日
に

お
い

て
現

に
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業
を

行
う

者
に

つ
い

て
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は
、

第
９

に
規

定
す

る
運

営
規

程
は

、
平

成
２

１
年

９
月

３
０

日
ま

で
に

定
め

る
こ

と
で

よ
い

も
の

と
す

る
。
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基幹的職員研修事業実施要綱（案）

第１ 目 的

社会的養護を必要とする子どもの数が増加し、虐待等子どもの抱える背景の多

様化が指摘されている中、今日の社会的養護において、施設に入所している児童

及びその家庭への支援の質を確保するためには、その担い手である施設職員の専

門性の向上を図り、計画的に育成するための体制を整備する必要がある。

このため、自立支援計画等の作成及び進行管理、職員の指導等を行う基幹的職

員（スーパーバイザー）を養成するための研修を実施し、施設における組織的な

支援体制の確保と人材育成を可能とすることを目的とする。

第２ 実施主体

この事業の実施主体は、都道府県（指定都市及び児童相談所設置市を含む。以

下同じ ）とする。なお、都道府県は、当該事業を適切に実施することができる。

と認めた者に委託して実施することができる。

第３ 基幹的職員の業務内容

（１） 入所児童の支援計画の進捗状況の把握、見直しなどケースマネージメント

とその進行管理を行う。

（２） 地域の社会資源等について理解し、関係機関との連携において中心的な役

割をはたす。

（３） 職員に対する適切な指導・教育（スーパーバイズ）及び職員のメンタルヘ

ルスに関する支援を行う。

第４ 受講対象者

基幹的職員研修の受講対象者は、次の各号に掲げる要件に該当する者とする。

（１） 児童養護施設、乳児院、児童自立支援施設、情緒障害児短期治療施設、母

子生活支援施設（以下「対象施設」という ）の職員である者。。

（２） 対象施設等における、直接支援や相談支援などの業務の実務経験がおおむ

ね１０年以上の者。

（３） 人格円満で児童福祉に関し相当の知識・経験を有する者であるとして、施

設長が基幹的職員の候補者として適任であるとして推薦した者。

第５ 実施内容

（１） 研修の申込み

対象施設の施設長は、第４に該当する者の推薦書を添えて、受講申込書を

都道府県に提出すること。

（２） 研修の方法及び内容

（資料１４）
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① 講義及び事例を用いた演習により行う

児童福祉に係る基礎的知識は、すでに習得していることを前提とした内容

とすること。また、演習は現場での課題などを中心に構成し、実践において

活用が期待できるテーマを設定すること。

② 前期と後期に分けて研修を行う（各２日程度）

前期の研修ではスーパービジョンを行う上で必要な専門的知識・技能を学

び、現場で実践を行い、後期の研修ではその実践における課題を解決するた

めの知識や技能の習得を図ること。

③ 講義及び演習は、以下の内容の研修を行う

・施設の管理・運営（マネージメント）に関すること

・職員への指導（スーパーバイズ）やメンタルヘルスに関すること

・子どもの権利擁護に関すること

・施設における日常的なケアに関すること

・施設における専門的なケア（心理治療等）に関すること

・子どもの発達に関すること

・アセスメントに関すること

・ケースカンファレンス、チームアプローチに関すること

・家族支援やソーシャルワークに関すること

・関係機関との連携に関すること

・社会的養護における高度な専門性を必要とする知識や援助技術に関する

こと

・その他基幹的職員に必要と思われる内容に関すること

（３） 研修講師

研修講師については、国が行う研修指導者養成研修を修了している者その

他児童福祉に関する見識を有し、上記の講義及び演習を適切に実施できる者

とすること。

第６ 修了認定

（１） 都道府県は、基幹的職員研修の課程を修了した者に対して、修了認定を行

うこと。

（２） 都道府県は、基幹的職員研修の課程を修了した者に対して、修了証書を交

付すること。なお、基幹的職員研修の実施を他の機関に委託している場合に

は、委託先が行う評価に基づいて都道府県が修了認定を行い、修了証書を交

付すること。

（３） 都道府県は、修了証書を交付したときは、その旨を適当な方法により記録

しておくこと。

（４） 都道府県は、基幹的職員の専門性の維持・向上に努めること。また、必要

が認められる者については、基幹的職員研修の再受講の指示を行うこと。
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第７ 経費の補助

国は、都道府県が基幹的職員研修事業のために支出した費用について、別に定

めるところにより予算の範囲内で補助を行うものとする。

第８ その他

平成２１年度について、都道府県は、研修実施計画案を、策定後速やかに厚生

労働省に対し提出すること。
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児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
運

営
に

つ
い

て
（

一
部

改
正

案
新

旧
表

）

新
（

案
）

旧

平
成

１
０

年
５

月
１

８
日

平
成

１
０

年
５

月
１

８
日

児
発

第
３

９
７

号
児

発
第

３
９

７
号

【
一

部
改

正
】

平
成

１
８

年
４

月
３

日
雇

児
発

第
0
4
0
3
0
1
3
号

【
一

部
改

正
】

平
成

１
８

年
４

月
３

日
雇

児
発

第
0
4
0
3
0
1
3
号

【
一

部
改

正
】

平
成

○
○

年
○

月
○

日
雇

児
発

第
○

号
都

道
府

県
知

事
都

道
府

県
知

事
各

殿
各

殿
指

定
都

市
市

長
指

定
都

市
市

長
厚

生
省

児
童

家
庭

局
長

厚
生

省
児

童
家

庭
局

長

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
運

営
に

つ
い

て
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

運
営

に
つ

い
て

児
童

福
祉

の
向

上
に

つ
い

て
は

、
か

ね
て

か
ら

特
段

の
ご

配
慮

を
煩

わ
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

児
童

福
祉

の
向

上
に

つ
い

て
は

、
か

ね
て

か
ら

特
段

の
ご

配
慮

を
煩

わ
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
児

童
福

祉
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

平
成

９
年

法
律

第
７

４
号

）
に

よ
り

、
新

た
る

が
、

児
童

福
祉

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

（
平

成
９

年
法

律
第

７
４

号
）

に
よ

り
、

新
た

に
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
が

創
設

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

当
該

施
設

に
お

け
る

設
備

及
び

運
に

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

が
創

設
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

。
当

該
施

設
に

お
け

る
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
は

、
児

童
福

祉
施

設
最

低
基

準
(
昭

和
２

３
年

厚
生

省
令

第
６

３
号

)
に

よ
る

ほ
営

に
関

す
る

基
準

は
、

児
童

福
祉

施
設

最
低

基
準

(
昭

和
２

３
年

厚
生

省
令

第
６

３
号

)
に

よ
る

ほ
か

、
別

紙
の

と
お

り
「

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

運
営

要
綱

」
を

定
め

た
の

で
、

そ
の

適
正

か
、

別
紙

の
と

お
り

「
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
設

置
運

営
要

綱
」

を
定

め
た

の
で

、
そ

の
適

正
か

つ
円

滑
な

運
営

を
図

ら
れ

た
く

通
知

す
る

。
か

つ
円

滑
な

運
営

を
図

ら
れ

た
く

通
知

す
る

。

（
別

紙
）

（
別

紙
）

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

運
営

要
綱

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

運
営

要
綱

１
目

的
１

目
的

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

地
域

の
児

童
の

福
祉

に
関

す
る

各
般

の
問

題
に

つ
き

、
児

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

地
域

の
児

童
の

福
祉

に
関

す
る

各
般

の
問

題
に

つ
き

、
児

童
に

関
す

る
家

庭
そ

の
他

か
ら

の
相

談
の

う
ち

、
専

門
的

な
知

識
及

び
技

術
を

必
要

と
す

る
童

、
母

子
家

庭
そ

の
他

の
家

庭
、

地
域

住
民

そ
の

他
か

ら
の

相
談

に
応

じ
、

必
要

な
助

言
を

も
の

に
応

じ
、

必
要

な
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
村

の
求

め
に

応
じ

、
技

術
的

助
言

そ
行

う
と

と
も

に
、

保
護

を
要

す
る

児
童

又
は

そ
の

保
護

者
に

対
す

る
指

導
を

行
い

、
あ

わ
せ

の
他

必
要

な
援

助
を

行
う

ほ
か

、
保

護
を

要
す

る
児

童
又

は
そ

の
保

護
者

に
対

す
る

指
導

を
て

児
童

相
談

所
、

児
童

福
祉

施
設

等
と

の
連

絡
調

整
等

を
総

合
的

に
行

い
、

地
域

の
児

童
、

行
い

、
あ

わ
せ

て
児

童
相

談
所

、
児

童
福

祉
施

設
等

と
の

連
絡

調
整

等
を

総
合

的
に

行
い

、
家

庭
の

福
祉

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
地

域
の

児
童

、
家

庭
の

福
祉

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

２
設

置
及

び
運

営
の

主
体

２
設

置
及

び
運

営
の

主
体

設
置

及
び

運
営

の
主

体
は

、
地

方
公

共
団

体
並

び
に

民
法

（
明

治
２

９
年

法
律

第
８

９
号

）
設

置
及

び
運

営
の

主
体

は
、

地
方

公
共

団
体

並
び

に
民

法
（

明
治

２
９

年
法

律
第

８
９

号
）

３
４

条
の

規
定

に
よ

り
設

立
さ

れ
た

法
人

及
び

社
会

福
祉

法
人

等
で

あ
っ

て
、

都
道

府
県

知
３

４
条

の
規

定
に

よ
り

設
立

さ
れ

た
法

人
及

び
社

会
福

祉
法

人
と

す
る

。
事

（
指

定
都

市
に

あ
っ

て
は

、
市

長
と

し
、

児
童

相
談

所
設

置
市

に
あ

っ
て

は
、

児
童

相
談

（資料１５）
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